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Multicomponent assembling methods with platform molecules are awaited. We have 

disclosed unique reactivities of 2-azidoacrylamides. Herein, we found that the reactivity of 

alkene moieties in Michael additions was significantly enhanced by formation of a triazole ring 

with 2-azidoacrylate esters.  
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プラットフォーム分子を用いて、多成分を短工程で集積させる手法が強く望まれて

いる 1,2)。特に、クリック反応用の官能基を複数配置したコンパクトなプラットフォ

ーム分子を用いた逐次連結によって、多様性に富んだ化合物ライブラリーを簡便に構

築できると期待される。これまでに我々は、2-アジドアクリルアミドの特異な反応性

を明らかにしてきた 3,4)。これに対して、今回我々は、2-アジドアクリル酸エステル

1 に注目し、逐次分子連結法の開発に取り組んだ。検討の結果、トリアゾール形成に

よってアルケン部位の Michael 受容能が著しく向上することを明らかにした。具体的

には、2-アジドアクリル酸エステルに対して、銅触媒を用いるアジド−アルキン環化

付加反応（CuAAC）反応によりトリアゾール形成したのちに Michael 付加反応を行っ

たところ、効率よく反応が進行した。このとき、トリアゾール形成によって Michael

付加反応におけるアルケン部位の反応性が著しく向上することを明らかにできた。 
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